
 
主幹用サーキットブレーカ ＢＱＦ型 

 
 

 

BＱF－５０，６０，７５，１００

No. 

全     ６ 商     品     仕    様     書

パナソニック電工株式会社

 
 

１．商品名       ： 主幹用サーキットブレーカ ＢＱＦ型 

 

２．品番・定格 

      

 BQF-50 50AF BBQF 3305  30A

BBQF 3405  40A

BBQF 3505  50A

BBQF 3605  60A

 BQF-75 75AF BBQF 3755  75A

 BQF-100 100AF BBQF 31005    100A

 BQF-60 60AF

定格
電流

極数
素子数

品番ﾌﾚｰﾑ型　名

3P2E

定格電圧 定格遮断容量

AC100/200V 5000A

 
 

・過負荷、短絡保護兼用型 

・単三中性線欠相保護付（１３０Ｖ±５Ｖ  ０．５秒以内動作） 

 

３．適用規格 

・電気用品安全法 

・日本工業規格 ＪＩＳ Ｃ８２１１ 附属書２ （ＪＩＳ Q１０００ に基づく自己適合宣言） 

 

   ４．外形寸法（別紙参照） 

      ・製品重量 約４６０gｒ 
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５．構造一般 

（１） 動作機構 

・トリップフリー型の遅入速断機構 

 

（２） 過電流検出方式 

・熱動電磁式 

 

      （３） 端子構造及び接続仕様 

 

電源側端子構造 負荷側端子構造
(圧着端子専用端子) (住宅盤ﾒｲﾝﾊﾞｰ接続専用端子)

50ＡＦ 30A 8－6(同梱）

40A

50A

60A

75ＡＦ 75A CB38－6Ｎ(同梱）

100ＡＦ 100A 38－8S(同梱） 座金付M8端子ネジ

ﾌﾚｰﾑ

60AF
14－6(同梱）

22－6S
座金付

M6端子ネジ φ8.2穴付端子板

適合圧着端子定格電流

 

 

（５） 各部品の主要材料 

    

 部品名 材　　　　　　料

 ボディ 　フェノール樹脂

 カバー 　ＰＢＴ樹脂

 ハンドル 　ＰＢＴ樹脂

 通電部 　銅

 接　点 　銀合金  
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６．性能及び特性 

（１） 越流性能 

       ・タングステン電球負荷で定格電流に等しい電流を通電しても自動的に遮断せず、 

        又接点が溶着しない。 

 

（２） 過電流引外し特性 

・別紙｢動作特性曲線｣参照 （基準周囲温度） 

 

（３） 開閉性能 

・テスト釦開閉   １０００回 

・定格電流の６倍（最小１５０A）の電流を手動遮断で３５回、自動遮断で１５回  計 ５０回 

・電気的開閉（定格電流を通電した状態）で６０００回、 機械的開閉（無通電）で４０００回  

 計 １００００回 

 

（３） 各部の温度上昇性能 

・電源側、負荷側端子部         ６０℃以下 

・接 点 部                １００℃以下 

 

（４） 各部の絶縁抵抗性能 

・各端子間、充電部と大地間及びハンドル“切”(ハンドル状態は○)位置で電源側と負荷側 

端子間の絶縁抵抗は下記のこと。 

  ・各端子間      ５ＭΩ以上（５００V 絶縁抵抗計） 

  ・充電部と大地間  ５MΩ以上（５００V 絶抵抗縁計） 

 

（５） 各部の耐電圧 

・６（７）と同じ間における耐電圧は２０００V  １分間異常なし 

 

（６） 短絡遮断性能 

・定格遮断容量         ５０００A 

 

（９） 耐振動性能 

・定格電流通電で上下、左右、前後方向に各２時間、下記の振動を加えて異常なし 

   振動数１６．７Ｈz×振動変位加速度１９．６m/s2×複振幅４mm  

 

（10）耐衝撃性能 

         ・衝撃値   ４９０m／Ｓ2  ｛５０Ｇ｝で各部に異常を生じない。 

 

（11） 端子締付トルク 

        ・５０AF，６０AF，７５AF ： ４．０～５．０Ｎ・m ｛４０．８～５１．０kgf・cm｝ （ネジ径Ｍ６） 

・１００AF             ： ５．０～７．０Ｎ・m ｛５１．０～７１．４kgf・cm｝ （ネジ径Ｍ８） 
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７． 使用環境条件 

 ・使用周囲温度      －１０℃ ～ ＋５０℃ 

 ・使用相対湿度        ４５％ ～ ８５％     

 

８． 使用注意事項 

・このブレーカは松下電工製住宅分電盤コンパクト２１シリーズの取付け専用です。 

 他社製の分電盤には取付けできません。 

・温度、湿度、粉塵、腐食性ガス、振動、衝撃など異常な周囲環境での使用は避けてください。 

・電線接続時、端子ネジは標準締付けトルク（6-12 項 端子締付けトルク 参照）で確実に締付けて 

 ください。 

・このブレーカは単相３線専用です。単相２線回路などには使用できません。 

・結線時は単３回路の中性線をブレーカの中極（N 極）に、電圧線（２００V）を両端極に（L1,L2 極）に 

 接続してください。 

 又、電源側と負荷側の方向を間違いなく接続してください。（逆接続は出来ません。） 

・過電圧検出リード線はブレーカ負荷側の中性極に接続してください。 

 又、リード線を延長される場合は、全長２m までとしてください。 

・負荷側の異極間絶縁測定はできません。 

・線路の極間絶縁測定時は、端子より接続電線を外してから実施してください。 

・定期的にテスト釦を押して、ハンドルが切「○」状態になることを確認してください。 

・過電流、過電圧により動作した場合は、その原因を取り除いてからハンドルを再投入してください。 

         過電圧動作表示が白色→黄色（異常）表示となった場合は漏電か過電圧動作です。 

・製品の取付け方向性はありません。 

・定格電流の選定は、環境条件に対応して下表に示す条件によりおこなってください。 。

 

定格電流に対する負荷電流の割合

・４０℃を越え
　５０℃以下

８０％以下

・５０℃を越え
　６０℃以下

７０％以下

環境条件

・分配電盤以外の単独取り付けで
  周囲温度が４０℃を越える恐れ
  のない場合

９０％以下

電機工業会
技術資料

119号による

・分配電盤内で
　集合して取り
　付けられ、
　盤内温度が
　４０℃を越え
　る恐れのある
　場合  

 
※ 単位系は SI 単位（国際単位）系で表現しています。 

かっこ｛  ｝内は従来の単位系の値を示します。 
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